
 
 
 

 

【作成事例１】浸水シミュレーションによる作成事例（東京都千代田区：洪水避難地図） 
東京都区部では、東京都が河川と下水道の一体的な浸水シミュレーションによって浸水予想区

域図を作成している。各区ではこの内外水一体解析を行った浸水予想区域図をもとにハザードマ

ップを作成している。 
 

 

 

 



 
 
 

 

【作成事例２】地形情報を活用した作成事例（埼玉県さいたま市） 
通報があった浸水情報をもとに、地形情報を活用し、浸水想定区域図を作成している。 

 

地形情報として『国土地理院

の基盤地図情報 5m メッシ

ュ標高点（DEM）』を活用 



 
 
 

 

【作成事例３】浸水実績を活用した作成事例（愛知県江南市：洪水ハザードマップ） 
記録的な豪雨と近年に発生した豪雨による浸水実績（床上浸水・床下浸水）と避難所を表示し

ている。 

 

記録的な豪雨（東海豪雨）と

近年発生した豪雨による（内

水浸水）実績のみを表示 



 
 
 

 

【作成事例４】降雨の違いによる内水浸水想定区域の変化を示した事例 
（広島県広島市：浸水（内水）想定区域図） 
降雨の強さによって、内水浸水想定区域図の浸水範囲が異なることを表示している。 

 



 
 
 

 

【作成事例５】洪水ハザードマップとの連携の事例（千葉県千葉市：洪水・内水ハザードマップ） 
内水と洪水の浸水想定区域を重ねて表示している。内水の浸水想定区域は網掛けして洪水の浸

水想定区域と見分けができるように配慮されている。 

内水

洪水

内水の浸水想定区
域は網掛けが施さ
れている

 



 
 
 

 

【作成事例６】津波ハザードマップとの連携の事例（愛媛県新居浜市：防災マップ） 
各災害（津波、ため池、土砂災害、内水、外水）における想定区域図を 1枚に重ね合わること

により、浸水区域や避難等に関する情報を１枚の図面で住民に提示できる、 

津波で浸水する恐
れがある所

土砂災害の恐れが
ある所

河川や水路で溢れ
て浸水する恐れが
ある所

 


